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領域A課題1
第1回バイオバンク利活⽤相談会

バイオバンク横断検索システム
デモンストレーション
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領域Bと連携2019年10⽉1⽇初版完成、10⽉28⽇プレスリリース

バイオバンク横断検索システムの運⽤開始

Biobank
Network Japan

バイオバンク･ネットワーク
の⽴ち上げ



検索対象の試料・情報

協⼒者 295,648⼈→ 424,480⼈
試料 654,552個→ 859,930個
情報 198,968件→ 203,900件

解析情報

協⼒者

2020年11⽉更新 2

3811疾患
うち>10   1517疾患

試料
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研究利⽤を希望する試料・情報の検索

各バイオバンクとの⼿続き

1

各バイオバンクへの問い合わせ2

3

病名､性別､年齢､既往歴､試料種類､解析情報種類

検索結果に基づく利⽤申請

バイオバンク横断検索システム

バイオバンク横断検索システムの利⽤

Webの利⽤申請システムの構築、窓⼝の設置
によるコーディネート機能の実現(予定)

倫理申請のうえ、各バイオバンクの審査、MTAの⼿続き、費⽤の⽀払い

試料品質管理情報や疾患特異的臨床情報、
同意情報等の検索へのニーズ
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バイオバンク横断検索システムの⾼度化による第2版のリリース

同意に関する情報
DUO:0000021 (IRB) 倫理委員会による承認
DUO:0000018 (NPU) 営利⽬的利⽤禁⽌

＋

＋ 試料品質管理情報
次⾴参照

試料品質管理情報、同意情報の検索項⽬の追加による⾼度化
バイオバンク横断検索システム第2版を2020年11⽉25⽇にリリース
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試料品質管理情報

SPREC, BRISQ, CAPの国際標準に準拠
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AMED ゲノム医療研究⽀援 ユーザ専⽤サイトでログインログイン前
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メールアドレス、パスワードを⼊⼒してログイン

初めての場合はWebでのユーザ登録

ログイン
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所属機関が⽇本に法⼈が所在するかを
確認し、

メールアドレスが所属機関によるものかを
確認して、ユーザ登録を受付

ユーザ登録
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ログイン後の初期画⾯
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病名の検索
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試料種類および試料品質管理情報の検索

同意に関する情報の検索
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検索結果
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個票
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検索結果の保存と各バイオバンクへの問い合わせ
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横断検索利⽤者の責務等
• 検索結果に基づく、提供者個⼈の同定（再識別）の禁⽌
• 検索結果の第三者への漏えいの禁⽌

利⽤規約
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利⽤⽅法について
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利⽤マニュアル ⽬次
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利⽤クイックスタートガイド
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試料･情報
利⽤問合せ

対応

3⼤バイオバンク連携によるバイオバンク･ネットワークの運⽤

横断検索

他バイオバンク
を紹介

肺線維症の凍結切⽚
が欲しい

NCBN 44検体､東京医科⻭科⼤学
3検体､岡⼤バイオバンク 6検体

保有しています

3⼤バイオバンクの連携による利⽤者の希望と試料・情報のマッチング⽀援へ



バイオバンク・ジャパン(BBJ)
村上善則, 松⽥浩⼀
森崎隆幸, 井元清哉
平⽥真

研究分担者・協⼒者、関係者

富⼭国際⼤学
⾼⽊利久, 河野信

NCBN
後藤雄⼀, 服部功太郎
宮本恵宏, 冨⽥努
野⼊英世, 宮原麗⼦
北島浩⼆, 松村亮

岡⼤バイオバンク(OKB)
森⽥瑞樹

慶應義塾⼤学
⻄原広史

⽇本⽣物資源産業利⽤協議会(CIBER)
中江裕樹

東北メディカル･メガバンク(TMM)計画
横⽥博,     鈴⽊吉也
⻑神⾵⼆, 永家聖

京都⼤学
武藤学,  松本繁⺒, 鶴⼭⻯昭

東京医科⻭科⼤学
稲澤譲治, ⽥中敏博, ⽵本暁

筑波⼤学
⻄⼭博之, ⽵内朋代

東京医科⻭科⼤学
吉⽥雅幸, 甲畑宏⼦

本研究開発はAMEDの⽀援を受けて
実施しています。 20


